
戌
魃
蜀
「鑽
の
封
ｏ人
の
和
」

礫 ◎黎

‐３
の
鉄
道
路
線
が
乗
り
入
れ
、
１

日
平
均
３５
万
人
が
利
用
す
る
大
宮
駅

は
、
埼
玉

一
か
つ
日
本
有
数
の

「鉄

道
の
要
衝
」
で
あ
る
。
埼
玉
で
日駆
も

有
名
な
映
画
の
主
顕
歌
に
も
埼
玉
に

は

「空
港
が
な
い
」
と
歌
わ
れ
た
が
、

大
宮
駅
か
ら
北
海
道
、
東
北
、信
越
、

北
陸
ま
で
カ
バ
ー
す
る

「新
幹
線
網

が
あ
る
」
。

さ
ら
に
、
来
春
に
は
北
陸
新
幹
線

が
福
井
県
敦
賀
ま
で
延
伸
開
業
し
、

新
幹
線
網
が
充
実
す
る
。
２
０
３
０

年
代
に
は
北
海
道
新
幹
線
が
札
幌
ま

で
延
び
、
一界
靴
塾
類
で

は
量
量

度
を
時
速
３
６
０
♂
に
引
き
上
げ
、

大
宮
～
札
幌
が
４
時
間
程
度
で
結
ば

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。そ
う
な
れ
ば
、

埼
玉
県
で
は
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
時

間
が
長
い
の
で
、
羽
田
空
港
に
行
く

よ
り
も
大
宮
駅
か
ら
新
幹
線
に
乗
る

方
が
速
く
札
幌
に
着
く
と
こ
ろ
も
出

て
く
る
。
少
な
く
と
も
、
新
幹
線
利

用
と
い
う
選
択
肢
を
得
ら
れ
る
。
「鉄

道
の
ま
ち
大
宮
」
に
と
り
、
地
の
利

が
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

こ
の
大
宮
の
地
の
利
を
さ
ら
に
確

た
る
も
の
に
す
る
に
は
、
大
宮
駅

へ

の
県
内
各
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
利
便

性
を
よ
り
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
由喬
あ
鉄
道
販照
ぼ
、
対
塞
示

都
心
部

へ
の
輸
送
を
重
視
し
て
き

た
。
首
都
圏
全
体
の
旅
客
流
動
を
考
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え
れ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
県
西
部
、

県
南
東
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善

す
る
方
策
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
「バ
ス
タ
大
宮
」
整
備
を
踏

ま
え
、
鉄
道
に
限
ら
ず
交
通
手
段
全

体
と
し
て
最
適
な
、
市
町
域
を
越
え

た
ア
ク
セ
ス
供
給
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。

一
方
、
新
幹
線
網
が
集
ま
る
こ
と

で
、
新
幹
線
沿
線
に
本
社
機
能
が
あ

る
企
業
に
と
り
、
支
社
機
能
を
大
富

に
置
く
誘
因
に
な
る
。
こ
れ
は
埼
玉

県
経
済
に
と
っ
て
一雇
用
創
出
な
ど
プ

ラ
ス
効
果
と
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
下
で
国
際
空
港
か
ら
距
離
が
あ
る

こ
と
は
や
や
不
利
で
あ
る
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
で
の
大
宮
の
地
の
利
は
決
し
て

侮
れ
な
い
。

し
か
し
、
新
幹
線
網
の
魅
力
が
あ

っ
て
も
、
駅
周
辺
に
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

上
の
魅
力
が
な
け
れ
ば
、
東
京
都
内

に
支
社
機
能
を
置
く
だ
ろ
う
。
駅
周

辺
で
働
く
人
、集
ま
る
人
に
と
っ
て
、

魅
力
が
な
け
れ
ば
、
単
な
る
新
幹
線

相
互
の
一来
換
駅
で
し
か
な
い
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
駅
改
札
内
を

「駅

ナ
カ
」
に
改
装
し
よ
う
と
計
画
し
た

と
き
、

「駅
ソ
ト
」
の
周
辺
商
店
は

懸
念
や
憂
慮
を
示
し
た
過
去
が
あ

る
。
た
だ
、
駅
ナ
カ
に
負
け
な
い
魅

力
あ
る
駅
周
辺
に
す
れ
ば
お
の
ず
と

人
々
が
集
ま
る
。
要
す
る
に
、
知
恵

を
さ
ら
に
絞

っ
て
競
合
を
戦
い
抜

き
、
駅
ナ
カ
、
駅
ソ
ト
と
も
、
よ
り

魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
け
ば
よ

い
。
魅
力
な
き
街
に
人
々
は
集
ま
ら

な
い
。

そ
し
て
、
新
幹
線
物
流
本
格
化
の

動
き
か
ら
、
大
宮
駅
は

「貨
物
新
幹

線
」
を
合
め
た
新
幹
線
物
流
の

一
大

拠
点
と
な
り
得
る
。
新
幹
線
の
「線
」

輸
送
と
都
心
部

へ
の

「面
」
輸
送
の

結
節
点
が
大
富
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
旅
客
鉄
道
会

社
、
貨
物
鉄
道
会
社
、
物
流
企
業
、

民
間
企
業
、
県

・
市
の
行
政
が
バ
ラ

バ
ラ
に
動
い
て
は
、
大
宮
の
、
埼
玉

の
地
の
利
を
削
い
で
し
ま
う
。
競
う

べ
き
は
競
い
、
協
働
す
べ
き
は
協
働

し
て
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
さ

ら
に
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
孟

子
は

「天
の
時
は
地
の
利
に
如
（し
）

か
ず
、地
の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」

と
、
人
々
の
結
東
力
の
強
さ
を
説
い

た
。地
の
利
の
成
果
を
面
的
に
広
げ
、

埼
玉
県
経
済
全
体
を
底
上
げ
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ふ
じ
い

。
だ
い
す
け
　
東
洋
大
学
経
済
学
部
卒
、
同
大
学
院
修
了
。

博
士

（経
済
学
）
。
東
洋
大
学
助
教
、
運
輸
調
査
局

（現
交
通
経
済
研

究
所
）
研
究
員
等
を
経
て
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
交

通
経
済
学
、
地
域
公
共
交
通
政
策
、
ま
ち
づ
く
り
。新
潟
県
三
条
市
「ま

ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
円
卓
会
議
」
委
員
を
歴
任
。
著
作
に

『交
通

経
済
』

（共
訳
Ｙ
な
ど
。


